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本
日
の
公
益
社
団
法
人
木
津
川

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和

4
年
度
定
時
総
会
の
開
催
を
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら

木
津
川
市
の
高
齢
者
福
祉
の
推
進
に

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。ま

た
、
藤
原
理
事
長
様
を
は
じ
め
、

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
就
業
を
通
じ

て
高
齢
者
の
皆
様
の
健
康
維
持
や
社

会
参
加
に
ご
貢
献
い
た
だ
き
、
地
域

社
会
の
活
性
化
、
福
祉
の
向
上
に
多

大
な
る
貢
献
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し

て
、
改
め
ま
し
て
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
人
生
100
年
時
代
の
到
来
が

予
見
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
長
寿

社
会
へ
と
進
む
今
日
に
お
き
ま
し
て
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
豊
か
な
知
識
や

経
験
を
活
か
し
て
生
涯
に
わ
た
り
社

本
年
は
３
年
振
り
に
当
い
ず
み
ホ
ー

ル
で
定
時
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
、
市
長
様
を
は
じ
め
御
来
賓
を
お

迎
え
す
る
事
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

た
だ
入
場
者
の
制
限
が
あ
り
ま
し

て
少
々
残
念
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
も
一
昨
年
に
設

立
20
周
年
を
迎
え
、
い
わ
ゆ
る
成
人

の
仲
間
入
り
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
数
430
名
、
契
約
金
2
億
3
千
万

円
と
微
増
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
も
木
津
川
市
様
を
は
じ
め
多
く
の

得
意
様
の
ご
支
援
の
賜
で
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

今
後
も
こ
れ
に
甘
え
る
こ
と
な
く
、

努
力
精
進
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。20

周
年
を
機
に
当
セ
ン
タ
ー
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
会
員
か
ら
募
集
し
ま
し

た
結
果
「
重
ね
た
年
輪

生
か
そ
う
地

域
へ
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
決
め
ま
し
た
。

私
共
会
員
が
現
役
時
代
に
培
っ
て

き
ま
し
た
知
識
、
経
験
、
技
能
を
今
こ

そ
地
域
社
会
の
お
役
に
立
て
る
時
で

あ
り
、
そ
し
て
地
域
社
会
か
ら
安
心

と
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
第
一
の
使
命
、

加
え
て
私
共
高
齢
者
の
生
き
が
い
の

場
と
な
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
り
ま

す
。シ

ル
バ
人
材
セ
ン
タ
ー
を
と
り
ま
く

環
境
も
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
等

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
ず

つ
問
題
を
解
決
し
懸
命
に
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
御
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

会
で
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

市
と
し
ま
し
て
は
「
第
９
次
木
津

川
市
高
齢
者
福
祉
計
画
」
に

「
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
人
生
最
後
ま
で
続
け
ら
れ
る
社

会
」
を
目
標
に
定
め
ま
し
て
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が

豊
か
な
知
識
や
能
力

を

生
か
し
て
い
た
だ
き
、
社
会
を
支

え
る
一
員
と
し
て
、
自
主
的
、
自
発

的
に
就
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地

域
活
動
、
文
化
教
養
活
動
な
ど
、
幅

広
く
社
会
に
参
加
・
貢
献
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う

高
齢
者
福
祉
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
一
人

で
も
多
く
の
方
に
ご
入
会
し
て
い
た

だ
き
ま
し
て
、
長
年
培
っ
て
こ
ら
れ
た

知
識
や
経
験
を
活
か
せ
る
就
業
先
や

新
規
事
業
の
開
拓
な
ど
、
高
齢
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
こ

と
を
ご
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
も
ま
だ
ま
だ
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
で
す
の
で
、
木
津
川

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の

発
展
と
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
祝
辞
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
木
津
川
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
令

和
４
年
度
定
時
総
会
が
、
５

月
26

日
（
木
）
午
前
10

時
か

ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３
年

ぶ
り
に
来
賓
の
方
々
を
お
招

き
し
、
マ
ス
ク
着
用
・
席
は
必

ず
一
つ
以
上
空
け
る
・
大
声

を
出
さ
な
い
等
「い
ず
み
ホ
ー

ル
」
を
借
り
る
の
に
制
限
は
あ

り
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
日

常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
の

を
実
感
し
ま
し
た
。

廣
瀬
秀
隆
議
長
の
進
行
の
も

と
、
53
人
の
会
員
が
出
席
し
、

全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令和４年度定時総会開催理

事

長

挨

拶

「多
く
の
方
の
入
会
を

期
待
し
て
」

総

会

で

の

来

賓

祝

辞

（

抜

粋

）

木
津
川
市
長

河
井

規
子

「
地
域
の
お
役
に
立
つ
こ
と

が
生
き
が
い
」

理
事
長

藤
原

滋
之
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本
日
こ
こ
に
、
令
和
４
年
度
定
時
総
会

が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
木
津
川
市
議

会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
一
言
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
木
津
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
会
員
数
４
３
０
人
、
年
間
３
，
０

０
０
件
を
超
え
る
事
業
を
受
託
さ
れ
る
な

ど
、
会
員
募
集
及
び
運
営
基
盤
の
強
化
に

向
け
取
り
組
ま
れ
、
高
齢
者
の
、
自
ら
の

経
験
を
生
か
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
的
役
割
は
、
非
常
に
大
き
な

も
の
で
あ
り
、
皆
様
の
ご
尽
力
に
、
心
か

ら
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
行
政
と

共
に
健
康
で

社
会
参
加
へ
意
欲
の
あ
る
高

齢
者
の
皆
様
の
多
種
多
様
な
経
験
を
生

か
し
た
生
き
が
い
作
り
や
仲
間
作
り
、
そ

し
て
地
域
社
会
へ
の
参
加
を
応
援
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し

て
一
層
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
き
、

繁
栄
さ
れ
る
と
同
時
に
木
津
川
市
の
高

齢
社
会
に
対
し
て
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
頂
戴
し
て
お
り

ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
で
割
愛
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
長

稲
垣

勝
彦
様

・
京
都
府
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
会
長

松
本

建
次
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

木
津
川
市
議
会

議
長

森
本

隆

（代
読
）

副
議
長伊

藤
紀
味
枝

総
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
地
域
社
会
参
加
を
応
援
」

３
年
ぶ
り
に
ホ
ー
ル
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
！
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特別功労者表彰

坪
倉

正
幸

西
窪

義
則

古
川

兼
一

（
順
不
同
）

会 員 登 録 ２０年 表 彰

笹
山

愼
夫

川
田

丹
二
郎

田
村

誠
造

野
﨑

征
紀

横
谷

博
（
順
不
同
）

会 員 登 録 １０年 表 彰

駒
井

長
津
雄

嶋
田
ム
ネ
子

田
中

茂
治

中
西

勝
一

山
本

和
義

岡
野

慶
三

茂
居

尚
子

橋
本

勉

岩
谷

茂
雄

上
月

俊
行

栗
原

保
治

大
江

勇
一

山
本

喜
美
子

玉
津

賢
治

岡

良
博

篠
原

友
幸

宮
木

三
雄

中
岡

新
次
郎

立
岡

宣
雄

和
田

弘
志

（
順
不
同
）

永年にわたり会員として就業され豊かな知識と経験

を地域社会に活かして、センターの発展に貢献された

功労をたたえ表彰されました。

理
事

及
び
監
事
と
し

て
３
期
（６
年
）以
上
在

職
さ
れ
た
方
に
贈
ら

れ
ま
す
。
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令和４年度の安全標語２点が選出されました！

令和３年度は、長引く新型コロナウイルス感染症の影響はあるものの、ワクチン接種が進められ、

９月末に一旦感染が収束してからはウイズコロナ下での社会経済活動の再開と継続を可能とする

「新たな日常」の実現を目指すようになりました。シルバー人材センター事業についても大きな影

響が出ており、全国的に見ても契約金額高は回復傾向にあるものの、会員数が下げ止まらないよう

な状態です。こうした中、当センターでは役職員が女性会員の就業先を訪問し「仕事のやりがいや

楽しみ」といった声を収集して、女性会員拡大に向けた広報活動に役立てました。また、「熟練戦

隊ＫＳＣレンジャー」を誕生させ、広報やポスター・ホームページで掲載し、コロナ禍であっても

楽しく新入会員の勧誘や普及啓発活動に取り組んできた結果、前年度末を上回る会員数となり、契

約金額についても（請負・委任、派遣事業ともに）若干の伸びを示すことができました。

合計（4３０人）合計（４３８人） 合計（4２３人）

あせらない 心の余裕が 身を守る

あきまへん 慣れと手抜きの その作業

武内 義享さん

古木 俊信さん

令和４年度は、新型コロナの経済的な影響を注視し、きめ細かな対応を行いながら１日も早く回

復軌道に乗せられるよう対応することが求められます。シルバー人材センター事業についても会員

数や仕事量などコロナ前の水準と比べますと厳しい状況が続いておりますが、プラスに転じるよう

努める必要があります。しかし、令和５年１０月からインボイス制度が導入されることで財源の確

保は極めて困難になり、センターとしての対応策を検討する必要があります。このような中、今年

度は「第２次中期５か年計画」の最終年度、また、新たに令和５年度から９年度までの「第３次中

期５か年計画」の策定に向けた時期となります。そこで、この困難を乗り越え、さらなる発展を目

指し、信頼される存在となれるよう進めて参ります。

（主な計画内容）

・引続き女性会員の確保に努めます。

・新規就業開拓チラシの作成・配布に努めます。

・事故ゼロを目指し、草刈機等機械の取扱い講習会を開催します。

・ＫＳＣレンジャーを広く活用し、センターのＰＲに努めます。

・インボイス制度の対応策について検討します。

・第３次中期５か年計画を策定します。

つきましては、京都府シルバー

人材センター連合会に推薦し

「令和４年度安全・適正就業推

進大会」において入選者が発表

されます。

多数のご応募ありがとうござい

ました。

（派遣を含む）

合計（227,756千円） （230,360千円） （232,548千円）
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各種 講 を実 施 ！習会

毛筆宛名書き講習会
一般の市民の方を対象にセンター

会議室で、毛筆小筆を使っての

宛名書き講習会を開催！

「皆さん素質があって、大変お上手でした。」

受講 一般市民８人

その内１人が入会されました。

令和4年1月20日（木）開催

施肥講習会 令和4年３月１４日（月）開催

冬場の仕事を増やすため

施肥の技術を習得する講習会を

女性センターで実施！

加茂支所では既に受託していますが、

木津・山城では今年の冬からお引き

受けできる体制を整えました。

受講 会員６人

チェーンソー講習会 令和4年３月２９日（火）開催

除草・剪定作業に従事し

チェーンソーを使用する会員を

対象に、中央交流会館で座学、

その後、中央体育館に移動して

実技・実演講習を実施！

受講 会員１１人

新
入
会
員
の
紹
介

（Ｒ
３
年
6
月
2
日
～

Ｒ
４
年
6
月
1
日
）

上
田

実

岡
田

勝
善

柳
原

誠
司

杉
本

正
利

古
瀬

武

伊
藤

芳
和

江
藤

え
み
子

鈴
木

映
子

櫻
井

敬
祐

波
多
野

明

平
田

敬

円
谷

悟

大
西

英
樹

森
山

貴
史

吉
川

幸
男

岡
村

俊
一

中
村

敬
子

神
谷

千
賀
子

高
材

敦
子

藤
田

美
智
子

浅
野

悦
孝

筒
井

正
吉

稲
田

春
美

田
中

留
美
子

井
上

和
子

大
谷

清

福
本

康
則

田
中

美
津
子

堀
之
内
ふ
み
子

中
辻

文
雄

末
延

登
三
子

佐
野

マ
チ
子

佐
野

可
明

岩
井

高
宏

梅
木

寿
子

藤
原

善
子

加
賀
見

明
男

福
野

淳

大
西

清
博

播
田

惠
美
子

吉
田

充

中
井

徹

泉
屋

實

岩
本

み
ゆ
き

木
村

修

福
地

義
弘

澤
田

正
和

岡
本

利
広

藤
原

清
二

伊
藤

小
代
子

中
川

外
余
男

岡
本

芳
香

德
安

早
苗

南

明
美

小
山

睦
美

勝
本

誠
一

（入
会
順
・敬
称
略
）
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シ
ル
バ
ー
作
品
館

サ
ク
ラ
花

み
ん
な
が
笑
顔

幸
が
来
る

菜
種
梅
雨

黄
色
の
花
が

盛
り
あ
げ
る

花
便
り

令
和
の
桜

咲
き
誇
る住

井

聡

俳

句

古
川

兼
一

建
設
機
械
の
製
造
や
販
売
、
ま
た
、
そ

れ
ら
の
機
械
の
取
扱
い
講
師
の
仕
事
を
63

歳
ま
で
続
け
、
退
職
後
も
講
師
の
仕
事
だ

け
は
続
け
な
が
ら
、
も
う
少
し
仕
事
を
し

よ
う
か
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入

会
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
不
動
川
公
園
関
係
の
仕

事
の
班
長
や
、
簡
単
な
大
工
仕
事
等
、
市

民
の
お
役
に
立
つ
仕
事
を
し
た
り
と
忙
し

い
毎
日
で
す
が
、
休
日
に
は
以
前
はG
o
to

ト
ラ
ベ
ル
や
最
近
で
は
京
都
府
民
を
対
象

に
し
た
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
利
用
し

て
、
夫
婦
で
旅
行
に
出
か
け
て
お
り
ま
す
。

最
近
で
は
「
嵐
山
ま
で
電
動
自
転
車
で

ひ
と
っ
走
り
！
」
「し
ま
な
み
海
道
を
妻
と

自
転
車
で
ツ
ー
リ
ン
グ
！
」
ま
た
車
の
運

転

が
大

好

き

な

の
で

「
九
州
ま
で
ド
ラ
イ
ブ

に
！
」と
・・・

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
か

ら
も
、
お
得
な
情
報
を

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
探

し
、
1
回
の
料
金
で
2

回
は
行
け
る
の
で
、
月

2
回
は
出
か
け
て
お
り

ま
す
。

現
役
時
代
は
旅
行
に

出
か
け
て
も
い
つ
も
仕

事
の
事
が
気
に
な
り
、

心
か
ら
楽
し
め
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
今
は
何

も
し
ば
ら
れ
る
も
の
が

無
く
自
由
を
満
喫
し

て
い
ま
す
。

建
設
機
械
の
講
師

の
仕
事
も
、
シ
ル
バ
ー

で
の
仕
事
（
草
刈
り
や

ち
ょ
っ
と
し
た
大
工
仕
事
）も
さ
ら
に
は
家
で

花
や
果
物
を
育
て
た
り
と
「今
が
一
番
楽
し

い
」と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

仕
事
も
遊
び
も
楽
し
く
、
何
事
も
深
く
考

え
な
い
「な
ん
と
か
な
る
さ
！
」が
私
の
人
生

の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

中岡新次郎さんに

副
理
事
長
を
頼
ま
れ
た
時
も
「
な
ん
と
か

な
る
さ
」
と
思
い
、
お
引
き
受
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

登
録
10
年
目
を
迎
え
ら
れ
、
ま
た
平
成

29
年
度
か
ら
理
事
に
、
令
和
元
年
度
か

ら
は
副
理
事
長
に
就
任
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
、
山
城
支
所
の
中
岡
新
次
郎
さ
ん

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

俳
句
、
川
柳
、
短
歌
、
エ
ッ
セ
イ
、
写
真
、
手
作
り

の
作
品
等
々
、
何
で
も
結
構
で
す
。

鳴門の渦潮蓮

浄蓮の滝 般若寺

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

広
報
委
員

西
川
千
恵
子

写
真
の
部

今
度
の
休
み
に
は
ど

こ
に
出
か
け
よ
う
か

な
ぁ
？
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こ
の
広

報

誌

の
編

集

も

終

盤
に
差
し
掛
か
り
、
あ
と
は
微

調

整

を

す

れ

ば
い
い
な

と
考

え
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
突
然
飛

び
込

ん
で
き
た
元

首

相

が
銃

撃
さ
れ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
、
し
か

も
こ
こ
か
ら
す
ぐ
近
く
の
よ
く

知
っ
て
い
る
場
所
で
の
で
き
ご

と
、
な
ん
で
こ
ん
な
こ
と
が
起

き
る
の
か
と
や
り
き
れ
な
い
思

い
で
す
。

長

か
っ
た
コ
ロ
ナ

に
よ
る
行

動
制
限
も
よ
う
や
く
緩
和
さ

れ

、
今

年

は
お
祭

り

や

旅

行

を
楽
し
も
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、

ま

た
ま

た
新

し
い
変

異

株

で

感
染
者
が
増
え
て
き
て
、
全
国

旅
行
支
援
も
延
期
と
の
こ
と
、

そ
れ
で
も
こ
れ
か
ら
は
ウ
イ
ズ

コ
ロ
ナ
で
す
ね
。

４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

し
て
、
シ
ル
バ
ー
で
の
仕
事
も
し
、

周
り
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い

を

大

切

に
、
熱

中

症

に
も

気

を
付
け
て
、
猛
暑
と
言
わ
れ
て

い
る
こ
の
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。「

仕
事
も
楽
し
く
」
で
す
。

事
務
局
だ
よ
り

広
報
委
員

委

員

長

林

紀
男
（
木
津
）

副
委
員
長

西
川
千
恵
子
（
木
津
）

委

員

牧
野

安
邦
（
加
茂
）

〃

岩
谷

茂
雄
（
加
茂
）
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編

集

後

記

適格請求書等保存方式（インボイス制度）が導入されると…

請
負
・
委
任
契
約
で
就
業
さ
れ

て
い
る
シ
ル
バ
ー
の
会
員
は
「
個

人
事
業
主
」
に
な
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
か
ら
受
取
る
配
分
金

は
、
全
て
内
税
扱
い
と
な
っ
て
お

り
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
個
人
事
業
主
」
に
は
、
納
税
の

義
務
が
あ
り
ま
す
が
、
課
税
売
上

高
（
配
分
金
の
受
取
額
）
が

１
、
０
０
０
万
円
以
下
の
場
合
は

「
免
税
事
業
者
」
と
し
て
納
税
義

務
が
免
除
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

（
シ
ル
バ
ー
の
会
員
は
基
本
的
に

免
税
事
業
者
で
あ
る
た
め
、
納
税

す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
）

し
か
し
、
令
和
５
年
10
月
１
日

か
ら
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
が
導

入
さ
れ
実
施
さ
れ
ま
す
と
、
今
ま

で
内
税
と
し
て
お
支
払
い
し
て
い

た
配
分
金
に
係
る
消
費
税
分
を
納

税
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

す
。セ

ン
タ
ー
で
は
、
で
き
る
だ
け

会
員
の
皆
様
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
、
原
則
、
事
務
費
の
率

を
機
動
的
に
見
直
し
て
対
応
す
る

予
定
で
す
が
、
事
業
運
営
が
厳
し

く
な
る
こ
と
を
ご
理
解
下
さ
い
。

ご
存
知
で
し
た
か
？

配
分
金
に
は
、
消
費
税
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

竹田 勝さんより多大なるご寄附を頂戴
しましたこと、心より感謝申し上げます。
竹田様の温かいお気持ちは、当センター事
業の発展に役立つよう使わせていただきま
す。
※会員として約７年半在籍され、主に水道
水質検査の仕事に就いておられましたが、
昨夏、一身上の都合により退会されました。

ご寄附をありがとうございました。

Ｑ１．木津川市シルバー人材センターの令和３年度末現在の会員数は？
①４００人 ②４２３人 ③４３０人 （ヒント：令和４年度定時総会議案書参照してね！）

Ｑ２．令和５年１０月１日から実施されます「インボイス制度」の正式名称はどれでしょう？
①適格請求書等保存方式
②区分記載請求書等保存方式
③課税対象、納税者、税額の計算方法について定めた法律 （ヒント：このページにあります）


